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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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「ほっとチャンネル」②社会福祉協議会の取り組み
寄付・寄贈のご報告
授産製品紹介「きらきらマルシェ」
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道内福祉施設･事業所･団体紹介「はぁとステーション」
共同募金会からのお知らせ
「ほっとチャンネル」①市民活動団体の取り組み
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　本号では、カスハラ対策について特集しました。安心して働ける職場は、結果としてより良いサービスにつながります。
本特集がカスハラへの理解を深め、互いを尊重し合える職場づくりの一助となればと思います。

※『
明
る
い
社
会
』は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
て
い
ま
す

No.704

じぶんの町を
良くするしくみ。

赤い羽根共同募金
ここにも役立てられています
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特 集

　近年、理不尽な要求や暴言などのカスタマーハラスメント（以下「カスハラ」）が社会問題とな
っています。カスハラは、職員にとって大きな負担となるだけでなく、利用者へのサービスの質に
も影響を及ぼすため、職員と利用者がともに安心して過ごせる環境づくりが重要です。
　本特集では、福祉現場で起こりやすいカスハラの実態や北海道内の現状をご紹介するとともに、
職員と利用者双方を守りながら信頼関係を築く取り組みを通じて、誰もが安心して過ごせる福祉の
場づくりについて考えます。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
勤
労
者
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
、

��

お
互
い
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
へ

お
互
い
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
へ

安心と信頼が広がる社会づくり安心と信頼が広がる社会づくり
～カスタマーハラスメント対策～～カスタマーハラスメント対策～

防止呼びかけポスター

北
海
道
勤
労
者
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

カ
ス
ハ
ラ
パ
タ
ー
ン

は
じ
め
に

　

「
○
○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
を

見
聞
き
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

「
嫌
が
ら
せ
」
を
意
味
し
、
例
え
ば
、「
性

的
嫌
が
ら
せ
」
は
「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

止
、出
入
り
禁
止
等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

②「�

北
海
道
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
条
例
」に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
に
よ
り
従
業

者
の
人
格
や
尊
厳
が
傷
つ
け
ら
れ
、
心
身

に
重
大
な
影
響
や
離
職
等
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
11
月

に
全
国
で
東
京
都
に
次
ぐ
２
例
目
と
し
て　

「
北
海
道
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
条
例
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
を
「
従
業
者

等
に
対
す
る
顧
客
等
か
ら
の
要
求
、
言
動

等
の
う
ち
、
そ
の
態
様
や
程
度
が
社
会
通

念
上
不
相
当
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
要

求
、
言
動
等
に
よ
り
、
従
業
者
等
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
行
為
」
と
定
義
し
、「
顧

客
等
は
カ
ス
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
」と
定
め
て
い
ま
す
。（
条
例
第
５
条
）

２
．�北
海
道
内
に
お
け
る

カ
ス
ハ
ラ
の
実
態

40
％
の
社
員・職
員
が
被
害
に

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
ま
で
の
３
年

に
わ
た
り
道
内
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
令
和
６
年
度

調
査
（
回
答
数
９
︐２
２
５
人
）
で
は
、

40
％
を
超
え
る
方
が
カ
ス
ハ
ラ
被
害
を
経

験
し
て
お
り
、
内
容
は
、「
威
圧
的
な
言

動
や
脅
迫
」「
暴
言
」「
同
じ
ク
レ
ー
ム
を

執
拗
に
繰
り
返
す
」「
長
時
間
拘
束
」「
権

威
的
態
度
・
説
教
」
の
順
と
な
っ
て
お
り

（
図
１
・
図
２
参
照
）、
原
因
は
図
３
の

通
り
で
す
。

　

加
害
者
は
、
男
性
が
約
70
％
、
50
歳
以

　

会
社
・
事
業
所
に
は
、
日
々
問
い
合
わ

せ
や
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
近

年
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
が
ら

な
い
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
に
よ
り
、
経
営

者
・
従
業
員
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ス
ハ
ラ
）

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い

て
事
業
者
と
職
員
双
方
が
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
．�法
改
正
に
よ
る

「
カ
ス
ハ
ラ
防
止
」に
つ
い
て

①
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
と
改
正
ポ
イ
ン
ト

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
６
月
、「
労
働
施

策
総
合
推
進
法
」
を
改
正
し
、
事
業
主
に

カ
ス
ハ
ラ
防
止
対
策
を
義
務
付
け
、
今
年

10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
平
成
30
年
に
、
職
場
の
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
検
討
す
る
中

で
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
「
顧
客
や

取
引
先
か
ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
」を「
カ

ス
ハ
ラ
」
と
定
義
し
、
対
応
策
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

改
正
法
に
基
づ
く
指
針
案
で
は
、
方
針

の
明
確
化
と
周
知
、
相
談
体
制
の
整
備
、

発
生
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
等
を
事

業
主
に
求
め
て
お
り
、
抑
止
策
と
し
て
、

警
告
文
の
発
出
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中

2025年度・明るい社会  第２号・②
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威
圧
的
な
言
動
や
脅
迫

暴
言

何
回
も
同
じ
内
容
を

繰
り
返
す
ク
レ
ー
ム

長
時
間
拘
束

権
威
的（
説
教
）態
度

セ
ク
ハ
ラ
行
為

買
い
た
た
き
や

代
金
の
減
額
請
求

不
当
な
経
済
上
の

利
益
提
供
要
求

そ
の
他

暴
言
行
為

望
ま
な
い
飲
食

な
ど
の
誘
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
誹
謗
中
傷

代
金
の
支
払
い
遅
延
要
求

土
下
座
の
強
要

カスハラ被害の内容図2

カスハラの原因について図3

カスハラによるメンタルヘルスへの影響図4

北海道勤労者安全衛生センター2024年度調査から

こちら側の対応のミス システムやサービスの不備 商品等の欠陥
顧客・消費者・利用者・住民・取引先の勘違い
わからない その他

顧客・消費者・利用者・住民・取引先の不満のはけ口・嫌がらせ

嫌な思いや不快感が続いた 不安な気持ちが続いた 同じような事が起こそうで怖かった
腹立たしい思いが続いた 不眠・寝不足が続いた

特になかった その他心療内科などに行った
すっきりしない気持ちが続いた

仕事を辞めたい気持ちになった
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6.1%取引先
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SNSの投稿者
0.2%
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0.9%

消費者
33.9%

施設利用者
11.8%

住民
（居住地近隣の住民等）

13.3%

カスハラ加害者の内訳図1

北海道勤労者安全衛生センター2024年度調査から

上
が
75
％
を
超
え
て
お
り
、「
お
客
様
は

神
様
の
意
識
で
高
圧
的
態
度
を
と
る
」「
被

害
を
受
け
て
い
る
の
に
上
司
が
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
す
る
」
な
ど
、
加
害
者
の
認
識
や

職
場
体
制
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
末
に
北
海
道
が
公
表
し
た

企
業
向
け
調
査（
回
答
数
１
︐０
４
７
社
）

で
は
、
前
述
の
道
条
例
に
つ
い
て
「
知
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
事
業
者
が
２１
・
６
％

に
上
り
、
条
例
に
基
づ
き
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
「
カ
ス
ハ
ラ
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
対
応
手
順
書
」
を
整
備
済
み
と
す
る

企
業
は
２０
・
２
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
周

知
と
対
策
整
備
の
遅
れ
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

３
．�事
業
所
に
求
め
ら
れ
る
対
策
は
？

�

今
秋
に
も
事
業
者
に
対
策
が
義
務

化
さ
れ
ま
す

　

カ
ス
ハ
ラ
は
、
事
業
者
・
職
員
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ

の
影
響
が
大
き
い
問
題
で
す
（
図
４
参

照
）。 

そ
の
た
め
、
企
業
・
団
体
が
、
ど

こ
ま
で
対
策
を
講
じ
る
か
が
重
要
で
あ

り
、「
道
条
例
」
や
「
指
針
」
に
沿
っ
た

対
策
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
職
員
が
職

場
に
求
め
る
対
策
と
し
て
「
社
内
対
策
の

整
備
と
研
修
機
会
確
保（
２１
・
７
％
）」「
業

界
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
（
１１
・

３
％
）」が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
カ
ス
ハ
ラ
防
止
ポ
ス
タ
ー
」の
掲
示
は
加

害
者
抑
止
に
効
果
が
あ
り
、今
後
は
、企
業
・

団
体
や
行
政
機
関
の
窓
口
、
広
報
誌
等
を

通
じ
た
周
知
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
顧
客
対
応
を
原
因
と
す
る
精
神

疾
患
に
よ
る
労
働
災
害
等
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
研
修
は
外

部
専
門
家
の
活
用
も
可
能
で
す
が
、
人
材

流
失
を
防
ぎ
、
カ
ス
ハ
ラ
に
よ
る
事
業
損

失
を
最
小
化
す
る
に
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、「
中
立
的
な
相
談

窓
口
」
の
設
置
が
重
要
で
す
。

　

事
業
者
・
職
員
双
方
が
信
頼
で
き
る
相

談
体
制
を
整
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
配
慮
し
た
対
応
を
行
う
こ

と
で
、
人
事
上
の
不
利
益
や
、「
逆
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
を
防
げ
ま
す
。
人
手
不
足
が

進
む
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
．�福
祉
現
場
で
起
こ
り
や
す
い

カ
ス
ハ
ラ
の
実
態

安
心
し
て
相
談
で
き
る
職
場
を

　

当
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
、
福
祉
現
場
で

は
、「
生
活
・
生
命
を
支
え
る
仕
事
の
緊

張
感
か
ら
身
内
で
の
厳
し
い
指
導
を
正
当

化
す
る
」
と
い
っ
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
き
や
す
い
構
造
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ス
ハ
ラ
を
受
け
て

も
「
自
分
た
ち
が
最
後
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
」
と
の
使
命
感
か
ら
毅
然
と
対
応
で

き
ず
、「
何
も
で
き
な
か
っ
た
」「
我
慢
し

て
い
た
」
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

　

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
職
場
で
は
、
ス

ト
レ
ス
が
増
え
、
対
策
が
後
手
に
ま
わ
る

こ
と
で
「
声
を
あ
げ
て
も
報
わ
れ
な
い
」

と
感
じ
や
す
く
、
更
な
る
「
沈
黙
」
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
介
護
現
場

で
は
職
員
が
一
人
で
対
応
す
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
理
不
尽
な
「
契
約
外
の
サ
ー
ビ
ス

の
要
求
」
や
「
実
現
不
可
能
な
過
度
な
要

求
」に
悩
む
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
は
、
職
員
個

人
の
判
断
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
事
業

者
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
と
職
員
双
方
が

ル
ー
ル
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。NPO法人

北海道勤労者安全衛生センター
相談窓口

◦TEL：0800－800－2585
　〈受付時間〉
　平日（月・水・金）13時～17時

◦FAX受付：011－209－7011
　〈委託〉
　日本産業カウンセラー協会 北海道支部

はたらく人のストレス・メンタルヘルス
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⃝

在
宅
ケ
ア
の
カ
ス
ハ
ラ
の
実
情

　

在
宅
ケ
ア
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

利
用
者
の
自
宅
と
い
う
閉
鎖
的
な
環
境
で

支
援
を
行
う
た
め
、対
応
が
難
し
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。中
で
も
、ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
は
生
活
を
支
援
す
る
特
色
か
ら
利

用
者
と
の
距
離
が
近
く
、精
神
的
な
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
た
わ
い
の
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
性
的
に
嫌
悪
感

を
抱
く
話
題
へ
と
発
展
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
や
、
大
が
か
り
な
掃
除
等
制
度
上
不
適

切
な
支
援
を
お
断
り
し
た
際
に
、
感
情
的

に
罵
倒
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
一
対

一
で
あ
る
が
故
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

た
時
の
対
応
や
判
断
に
苦
慮
す
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

組
織
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
際
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

が
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
応
後
も
利

用
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
場
合
に

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
携
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

担
当
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
一
人
で
問
題

を
抱
え
て
悩
む
こ
と
の
な
い
相
談
し
や
す

い
職
場
環
境
と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
個
人

の
問
題
と
せ
ず
組
織
と
し
て
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

傷
つ
い
た
気
持
ち
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
重
要
で
す
。

⃝
�

利
用
者
宅
等
、閉
鎖
環
境
に
お
い

て
配
慮
や
気
を
付
け
て
い
る
点

　

暴
力
行
為
や
著
し
い
迷
惑
行
為
が
あ
る

利
用
者
の
場
合
は
、
複
数
名
で
の
支
援
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
人
訪

問
介
護
加
算
の
算
定
要
件
に
該
当
せ
ず
、

複
数
名
対
応
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数

存
在
し
、
利
用
者
と
の
良
好
な
信
頼
関
係

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
ず
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
対
応
と
し

て
、
担
当
変
更
や
事
業
所
変
更
に
至
る
こ

と
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
事
業
所
を
転
々

と
す
る
利
用
者
も
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
一
層
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

❶�

契
約
時
に
支
援
内
容
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な

説
明
を
行
い
ま
す
。

❷�

ど
の
よ
う
な
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
該
当
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、
現

場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
策
等
を
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
、
実
際
の
場
面
を
想
定

し
た
研
修
を
積
み
重
ね
ま
す
。

❸�

日
頃
か
ら
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
、
適
度
な
距
離
感
を
保
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

は
在
宅
介
護
の
専
門
職
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
と
節
度
あ
る
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

⃝

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
記
録
等
を

　

活
か
し
た
予
防
策

　

利
用
者
の
生
活
歴
や
既
往
歴
、
認
知
機

能
等
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
情
報
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
日
々

の
支
援
の
中
で
得
ら
れ
る
利
用
者
の
様
子

や
変
化
か
ら
よ
り
深
く
利
用
者
を
理
解
す

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合

に
原
因
を
紐
解
く
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
個
人
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
問
題
が
小
さ
い
う
ち
に
、
事
業

所
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
含
め

た
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
・
家
族
と
の
円
滑
な
関
係
が
保
て
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

在
宅
ケ
ア
の
現
場
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策

安
心
し
て
支
え
合
う
在
宅
ケ
ア
を
目
指
し
て

訪
問
介
護
課　

課
長　

岩
田 

志
乃 

氏

社
会
福
祉
法
人
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
七
飯
社
協
」
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安心と信頼が広がる社会づくり特 集

⃝
�

介
護
は
人
を
幸
せ
に
す
る
専
門
職

　

北
海
道
友
愛
福
祉
会
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
人
も
支
え
る
人
も
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
な
れ
る
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
い
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
は
や
さ
し

さ
の
感
情
労
働
で
す
。
人
を
幸
せ
に
す
る

専
門
職
で
あ
る
介
護
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
、

ま
ず
は
ち
ゃ
ん
と
幸
せ
で
い
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
想
い
か
ら
、
心
も
身
体
も
健
康
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

⃝

人
生
に
寄
り
添
う

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ジ
レ
ン
マ

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
も
そ
の
一
環
で

す
。
特
に
、
認
知
症
状
を
含
む
要
介
護

状
態
の
ご
利
用
者
の
生
活
を
、
24
時
間

３
６
５
日
支
え
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ

の
特
性
上
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
ご
利
用
者

へ
の
感
情
が
良
い
意
味
で
よ
り
深
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
過
度
な

要
求
で
も
「
何
と
か
応
え
て
あ
げ
た
い
」

と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
た
り
、「
認
知
症

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
受
け
止
め
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
善
意
や
、
誤
っ
た
専
門
性
が
カ
ス
ハ

ラ
の
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⃝

カ
ス
ハ
ラ
予
防
は

　

信
頼
関
係
づ
く
り
か
ら

　

当
法
人
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
予
防
・
啓
発

を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
迷
惑
行
為
に
該
当
す
る
内
容
を
具
体

的
に
示
し
た
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
前

に
必
ず
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は

信
頼
関
係
で
す
。
介
護
を
受
け
る
ご
本

人
・
ご
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
が
協
働
し
、
よ

り
良
い
ケ
ア
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「〝
絶
対
〟
に
転
ば
せ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
要
望
は
、
ご
家
族
の
想
い
の
表

れ
で
す
が
、
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
視
点
か
ら
起

こ
り
得
る
リ
ス
ク
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明

し
、
ご
家
族
や
ご
本
人
も
含
め
皆
で
考
え

て
い
く
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

⃝

ス
タ
ッ
フ
も
声
を

　

あ
げ
や
す
い
環
境
が
大
切

　
「
認
知
症
だ
か
ら
介
護
職
が
傷
を
負
っ

て
も
仕
方
が
な
い
」「
セ
ク
ハ
ラ
も
我
満

す
べ
き
」
と
い
っ
た
一
方
的
な
利
用
者
フ

ァ
ー
ス
ト
は
、
結
果
と
し
て
誰
の
た
め
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ご

利
用
者
・
ご
家
族
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
大
切
な
共
通
ル
ー
ル
と
な

り
ま
す
。
現
場
で
悩
む
ス
タ
ッ
フ
が
、
気

軽
に
声
を
あ
げ
、
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
含
め

ス
タ
ッ
フ
の
悩
み
を
24
時
間
受
け
付
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
と
外
部
の
電
話
相
談
窓

口
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

介
護
現
場
の
カ
ス
ハ
ラ
に
は
、
認
知
症

状
に
よ
る
行
為
な
ど
、
複
雑
な
背
景
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
加
害
責
任
を
問
う
前

に
、
ま
ず
は
悲
し
い
想
い
を
し
て
い
る
仲

間
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
一
早
く
行
う
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。

⃝

地
域
福
祉
の
未
来
を
守
る
た
め
に

　

介
護
施
設
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
、
単
に

法
人
や
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
ご
利
用
者

に
対
す
る
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
と

地
域
福
祉
の
未
来
を
守
る
為
の
ア
ク
シ
ョ

ン
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
れ
る
福
祉
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

受
け
る
人
も
支
え
る
も
人
も
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
福
祉
づ
く
り

施
設
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策

カスタマーハラスメント
予防啓発ポスター

ホットライン
チラシ

北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
長　

市
川 

茂
春 

氏 
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道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
伊達コスモス21
●障害福祉サービス事業所
　ふみだす
　    所 長／廣澤 佐起子

●障害者共同生活援助事業所
　サポートじゃんぷ
　    所 長／高木 雅彦

〒052-0012
伊達市松ヶ枝町59番地4
TEL 0142-25-0022
FAX 0142-25-0066

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https://www.akaihane-hokkaido.jp/

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ 申込受付中
　北海道内各地のご当地キャラクターや景勝地をモチーフにした2025年度の寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ
につきまして、インターネット上の特設サイトよりお申込を受付けております。
　是非、ご協力をお願いいたします。

※１次募集、２次募集どちらも助成金決定後～2027年3月31日の期間実施する活動に対しての助成金になります。
　なお、助成金決定以前の活動をさかのぼって対象とすることはできません。

北海道の赤い羽根共同募金　赤い羽根ピンバッジ　特設サイト
（サイト運営：㈱ＴＫＣ）

※申込受付：2026年３月31日（火）まで
　https://akaihanehkd.official.ec/

赤い羽根共同募金からのお知らせ

「赤い羽根共同募金助成金」1次募集について
　北海道共同募金会では、安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため、
住民が自発的・組織的に行う創造性豊かな社会貢献活動や、地域における子
育て支援活動など、柔軟かつ多様な福祉活動を行っている団体・グループを対象に、助成事業の公募を年２回行って
います。（１次募集：３月／２次募集：９月）

※「赤い羽根共同募金助成金募集（応募）要領」ならびに「申請書様式・記入例」は、北海道共同募金会ホームページ「助成情報」から
　ダウンロードが可能です。

助成の対象

● 募集概要
1.北海道内で活動する「住民団体やグループ」で活動実施に要する資金の確保に困難をきたしている団体。
2.自主性（特定の企業、政党、宗教団体などから独立して運営）をもって運営され、非営利並びに情報公開の実施を原
則としている団体。

助成の対象
となる費用

募集、決定、
交付時期に
ついて

応募方法

助成限度額

活動のため必要な会議費、研修費、備品・機材等の購入費、ＰＲ資料などの作成費、また、活動団体の運営に最低限
必要な経費。
※下記の費用は助成対象として認められません。
　飲食費、講師謝礼、報酬、人件費、建物の増改築、附帯設備の整備、高額高機能な機器・備品や作業機械等、研修旅行費、高額な交通費等

１団体あたりの助成限度額は50万円を限度とします。
※助成金を運用できる期間は原則として単年度となります（交付日～2027年3月迄）
※選考の結果、助成額が要望額より減額することがあります。

募集（応募）要領に基づき、規定の様式により要望内容を書類で提出していただきます。

２次募集
１次募集

９月１日～30日
３月１日～31日

11月中旬
５月中旬 決定から１ヶ月以内

募集時期 決定時期 交付時期

▶https://www.akaihane-hokkaido.jp/jyosei/jyoseiinfomation/
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道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
伊達コスモス21
●障害福祉サービス事業所
　ふみだす
　    所 長／廣澤 佐起子

●障害者共同生活援助事業所
　サポートじゃんぷ
　    所 長／高木 雅彦

〒052-0012
伊達市松ヶ枝町59番地4
TEL 0142-25-0022
FAX 0142-25-0066

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https://www.akaihane-hokkaido.jp/

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ 申込受付中
　北海道内各地のご当地キャラクターや景勝地をモチーフにした2025年度の寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ
につきまして、インターネット上の特設サイトよりお申込を受付けております。
　是非、ご協力をお願いいたします。

※１次募集、２次募集どちらも助成金決定後～2027年3月31日の期間実施する活動に対しての助成金になります。
　なお、助成金決定以前の活動をさかのぼって対象とすることはできません。

北海道の赤い羽根共同募金　赤い羽根ピンバッジ　特設サイト
（サイト運営：㈱ＴＫＣ）

※申込受付：2026年３月31日（火）まで
　https://akaihanehkd.official.ec/

赤い羽根共同募金からのお知らせ

「赤い羽根共同募金助成金」1次募集について
　北海道共同募金会では、安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため、
住民が自発的・組織的に行う創造性豊かな社会貢献活動や、地域における子
育て支援活動など、柔軟かつ多様な福祉活動を行っている団体・グループを対象に、助成事業の公募を年２回行って
います。（１次募集：３月／２次募集：９月）

※「赤い羽根共同募金助成金募集（応募）要領」ならびに「申請書様式・記入例」は、北海道共同募金会ホームページ「助成情報」から
　ダウンロードが可能です。

助成の対象

● 募集概要
1.北海道内で活動する「住民団体やグループ」で活動実施に要する資金の確保に困難をきたしている団体。
2.自主性（特定の企業、政党、宗教団体などから独立して運営）をもって運営され、非営利並びに情報公開の実施を原
則としている団体。

助成の対象
となる費用

募集、決定、
交付時期に
ついて

応募方法

助成限度額

活動のため必要な会議費、研修費、備品・機材等の購入費、ＰＲ資料などの作成費、また、活動団体の運営に最低限
必要な経費。
※下記の費用は助成対象として認められません。
　飲食費、講師謝礼、報酬、人件費、建物の増改築、附帯設備の整備、高額高機能な機器・備品や作業機械等、研修旅行費、高額な交通費等

１団体あたりの助成限度額は50万円を限度とします。
※助成金を運用できる期間は原則として単年度となります（交付日～2027年3月迄）
※選考の結果、助成額が要望額より減額することがあります。

募集（応募）要領に基づき、規定の様式により要望内容を書類で提出していただきます。

２次募集
１次募集

９月１日～30日
３月１日～31日

11月中旬
５月中旬 決定から１ヶ月以内

募集時期 決定時期 交付時期

▶https://www.akaihane-hokkaido.jp/jyosei/jyoseiinfomation/
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②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

★労働者協同組合フラヌイスコーレ★
代表者名：松下 寿美枝（社会福祉士）
設立年月日：2023年9月27日　　会員数：11名
連絡先：富良野市住吉町4-1
　TEL：090-8634-6386（事務局：中島彰弘）
　Mail：furanuischole2023@gmail.com
　H P：https://www.furanui-schole.com/

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉、生活困窮者分野に対する様 な々
福祉活動を行う団体への助成事業を進めています。

労働者協同組合フラヌイスコーレ
保護者支援事業

　今年度入職しました深澤紀乃です。総務課に配属され、法人運営を行う中で「人と人のつながり」だ
けでなく、つなぐことの重要性について感じています。これからは職場内だけでなく、地域へも出て、
つなぐ役割を担える職員を目指したいです！

苫小牧市社協職員ってどんな人？？苫小牧市社協職員ってどんな人？？苫小牧市社協職員ってどんな人？？

●所在地等：〒053-0021 苫小牧市若草町3丁目3番8号 市民活動センター1階
　TEL：0144-32-7111　FAX：0144-34-8141
　H P：http://www.tomakomai-shakyo.or.jp/index.shtml

苫小牧市社会福祉協議会の活動を紹介します（代表者：会長　渡辺 敏明）

　北海道内の179市町村には、各市町村に社会福祉協議会（略称：社協）があり、地域住民の皆様とともに、福祉のまち
づくり活動を行っています。今号では、苫小牧市社協が行っている取り組みについてご紹介します。

令和７年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞

森のキッチン前景

教育講演会

フラヌイスコーレの体験イベント
　フラヌイスコーレでは子どもたちの何気ないつぶやきから
体験活動やイベントを企画しています。「海へいきたいな～」
「動物園に行こうよ」「おばあちゃん、あそこの温泉いいよ
って言ってた」などから「じゃ、やってみよう！行ってみよ
う」こんなことから「子どもが主人公」のスコーレ物語が始
まります。

フラヌイスコーレの学習支援
　スコーレでは自分にあった学習スタイルや内容を選びなが
ら学習活動をすすめ、高校受験や進学のサポートも行ってい
ます。また、毎週水曜日には富良野市教育支援センター「ま
いくらす」活動の一コマを担当しています。

保護者会・相談会、子育て・教育講演会
　子育てや教育に関する相談を随時受け付け、保護者の方を
対象に子育てや教育に関する講演会等も開催しています。北
海道社会福祉総合基金助成は主にこれら地域・保護者とのつ
ながりに使われています。参
加された方々からは、「いつも
たくさんの気づき、ありがと
うございます」「すべてに共感
しました」「悩んでいるのは自
分だけじゃない、お話できて
勇気がわいてきました」など

の感想が寄せられています。

フラヌイスコーレ「森のキッチン」
　フラヌイスコーレでは「有限会社共済農場」のご協力を得
て、「森のキッチン」を運営しています。地元農家さんの新
鮮な食材を使ったホットドッグ
やスムージー等が人気のメニュ
ーです。また、富良野市教育支
援センターで月１回「森のキッ
チン料理教室」を開催し、子ど
もたちと交流を深めています。

スコーレ体験談・保護者の声
　スコーレを利用している子どもの保護者からは「学校に対
する不信感もあり、初めすぐには心を開けない息子でしたが、
スコーレでじっくりと時間をかけて寄り添い、対話を通して
信頼関係を築いてくださいました。小５からの学習が抜け落
ちた状態から無理のない学習計画を立ててじっくり向き合っ
てくださり、次第に自信を取り戻した息子は、中３から受験
に向けてたまに登校するようになり、無事志望校に合格しま
した。現在は元気に高校生活を楽しんでいます。」との声が
寄せられています。

　これらの活動を通して私たちは、当事者である子どもの意
思を尊重して、同じ問題・悩みをもつ子どもや保護者たちが
つながる場をつくります。それにより、多様な子どもたちの
問題状況を地域社会全体でとらえ、すべての子どもたちの幸
せが保障される地域社会をめざしています。

　フラヌイスコーレは、地域社会全体を「学び」「遊び」「対話」
「仕事」の場として活用し、地域ぐるみで子どもたちを育むフリ
ースクールです。
　富良野の自然を生かした体験活動や農作業体験など４つの活動
を通して自分らしさを見つけるお手伝いをしています。

子どもたちの農業体験（大根） サマーキャンプ
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②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

★労働者協同組合フラヌイスコーレ★
代表者名：松下 寿美枝（社会福祉士）
設立年月日：2023年9月27日　　会員数：11名
連絡先：富良野市住吉町4-1
　TEL：090-8634-6386（事務局：中島彰弘）
　Mail：furanuischole2023@gmail.com
　H P：https://www.furanui-schole.com/

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉、生活困窮者分野に対する様 な々
福祉活動を行う団体への助成事業を進めています。

労働者協同組合フラヌイスコーレ
保護者支援事業

　今年度入職しました深澤紀乃です。総務課に配属され、法人運営を行う中で「人と人のつながり」だ
けでなく、つなぐことの重要性について感じています。これからは職場内だけでなく、地域へも出て、
つなぐ役割を担える職員を目指したいです！

苫小牧市社協職員ってどんな人？？苫小牧市社協職員ってどんな人？？苫小牧市社協職員ってどんな人？？

●所在地等：〒053-0021 苫小牧市若草町3丁目3番8号 市民活動センター1階
　TEL：0144-32-7111　FAX：0144-34-8141
　H P：http://www.tomakomai-shakyo.or.jp/index.shtml

苫小牧市社会福祉協議会の活動を紹介します（代表者：会長　渡辺 敏明）

　北海道内の179市町村には、各市町村に社会福祉協議会（略称：社協）があり、地域住民の皆様とともに、福祉のまち
づくり活動を行っています。今号では、苫小牧市社協が行っている取り組みについてご紹介します。

令和７年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞

地域福祉課 地域福祉第１係
（ＳＣ・ＣＳＷ事業について）
　生活支援体制整備事業で行っている〝だけボラ〟について
ご紹介します。
　だけボラとは、「これだけ」ならできる「ボランティア」
の略です。だけボラ事業は、障がいや疾病などを理由に、日
常生活の中で困りごとを抱えている方を対象に、地域にいる
「だけボラ」の方達に「その部分だけ」手伝ってもらうこと
で、利用者の生活をより良くし、支え合うことを目的として
います。
　要支援・要介護になっても地域で暮らし続けられるよう、
生活の「困った」を地域の力でサポート!!「何でもは出来な
いけれど、それだけなら出来る！」今出来ることを！

【依頼事例：物置の解体】
　地域の区長より、「独居高齢女性（87歳）宅の敷地内にある、
崩れそうな物置を解体してほしい」との依頼があり、ボラン
ティアとのマッチングを
行いました。作業後、だ
けボラ利用者からは、「一
人ではどうにもできなか
ったので、とても助かり
ました。」と感謝の言葉
をいただきました。また
会話の中で、「物置前の

切り株も邪魔だけど根が深くて撤去できない」との相談があ
り、後日、だけボラＭ氏に、チェーンソー・巨大はさみを使
用して切り株を撤去していただきました。

新たな活動拠点〈駅前通り：社協ベース〉
重層的支援体制整備事業
　社協を身近な相談先として知っていただく、または気軽に
交流できる場所として、「社協ベース」を令和６年11月より
開始しました。

【相談事例】
　地域の方が来所され、
「近隣に住む高齢夫婦が
引きこもり気味で心配
だ。近くに相談できる場
所が出来たので相談に来
た」とのことでした。後
日、職員がそのご夫婦宅
を訪問したところ、ご主
人は元医師の方で、「高齢ではあるが地域のためにできるこ
とがあるなら協力したい」とのお話をいただきました。職員
から「市内に無医療地域があり、そこで地域の方の健康相談
会を行ってもらいたい」と依頼したところ、快く了承してい
ただきました。

　苫小牧市社会福祉協議会では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるよう、「地域福祉」に力を入れて取り組んでいます。その中心となるのが生
活支援コーディネーター（SC）とコミュニティソーシャルワーカー（CSW）です。
SC・CSWは、地域での小さな困りごとに気づき、寄り添い、必要な支援につな
げる〝身近な相談役〟です。「外出が大変になってきた」「近所の一人暮らしが心配」
「将来が不安」そんな日常の悩みに、一緒に考えながら無理のない暮らし方をサ
ポートしています。
　また、地域サロンの立ち上げや見守り活動の支援など、住民の皆さんと協力し
ながら、安心して暮らせる「支え合いの仕組みづくり」にも力を入れています。
　苫小牧市社協には、安心して暮らせる「支え合いの仕組みづくり」活動を支えるさまざまな部署があり、ボランティ
アセンターでは雪かきや災害支援、くらし支援課では生活相談や共同募金、成年後見支援センターでは制度の相談など
を行っています。苫小牧市社協は、地域のみなさんと共に「ひとりひとりの笑顔のために」を合言葉に、安心して笑顔
で暮らせる〝とまこまい〟をめざしています。
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11月11日
一般社団法人生命保険協会札幌協会

12月23日
札幌「999人の第九」の会

たくさんのご支援ありがとうございました。

寄付の受入状況

（令和７年９月１日～令和７年12月31日）

◎本会へのご寄付をいただきました。
年　月 寄 付 者（団体）名 寄　付　先 寄 付 内 容

令和７年９月～
令和７年12月 ブックオフコーポレーション株式会社 北海道社会福祉総合基金 金 11,569円

令和７年９月～
令和７年12月 一般社団法人いいことファーム 北海道社会福祉総合基金 金 158,900円

令和７年９月～
令和７年12月 株式会社日本トリム 北海道社会福祉総合基金 金 158,400円

（敬称略）

年　月 寄 付 者（団体）名 寄　付　先 寄 付 内 容

令和７年10月 一般社団法人生命保険協会　札幌協会
喜茂別町社協、真狩村社協、
江別盲人養護老人ホーム恵明園、
アトリエポトス

福祉巡回車２台、エアマット、
ビーズパット、空気清浄機

令和７年10月 一般社団法人生命保険協会　苫小牧協会
平取町社協、由仁町社協、
特別養護老人ホーム沼ノ端はくちょう苑、
いずみワークセンター

ノートパソコン、
パソコン機器一式、
カプセルトイ本体、メダル、
車椅子、ミキサー、シーラー

令和７年12月 住友生命保険相互会社　札幌支社 浜頓別町社協 タオル　205本

令和７年12月 ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 子ども食堂 災害用備蓄食品、飲料水

令和７年12月 ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 子ども食堂 金 8,969円

令和７年12月 札幌「999人の第九」の会 北海道ボランティア・市民活動センター 金 50,000円

令和７年９月～
令和７年12月 株式会社セブン -イレブン・ジャパン 道内市町村社協６か所 食料品、雑貨類

◎社会福祉施設等へのご寄付をいただきました。 （敬称略）

贈
呈
式

寄付・寄贈の
ご報告
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北海道社会福祉協議会
北海道障がい者就労支援センター

授産製品紹介

道内の障がいを持った方々が、そ
の人の個性や能力に合わせなが
ら、施設や作業所で、自立生活に
向けた作業・訓練の一環として
作っている製品をご紹介します。

＜ナイスハートネット北海道からお申し込みいただけます＞
　北海道社会福祉協議会では、北海道が推進する「障がい者就労支援推進計画」に基づき、企業や団体と授産事業所を
マッチングさせ、授産事業所等の商品、役務を広く企業や団体の方にご利用いただくためにホームページを開設してい
ます。今回ご紹介した商品も取り扱っており、ホームページ上で仮申し込みができます。
（ホームページ上では決済できないため、申し込みを一旦道社協において受け付け、事業所へ発注します。）

　ホームページアドレス　http://nice-heart-net.jp/ ナイスハートネット 検 索
クリック

２ 社会福祉法人後志報恩会
就労継続支援Ｂ型事業所シェアリング和光 「コングベーカリー」［小樽市］

問い合わせ先

社会福祉法人後志報恩会
就労継続支援Ｂ型事業所シェアリング和光
小樽市桜2丁目31番19号
営業時間　11：00～16：00（売り切れ次第終了）

TEL
FAX

0134-64-7123
0134-64-7124

ホームページ
https://srbshouon.jp/base/shisetsu/s_wakou-2/

１ 社会福祉法人きずな会
就労支援事業所きずなファーム［八雲町］

・コースター（２枚セット）� 100円
・アクリルスポンジ� 100円
・巾着袋� 300～500円

商 品 名 （すべて税込）

・角食（1.5斤）� 450円
・こしあんぱん� 150円

商 品 名 （すべて税込）

問い合わせ先

社会福祉法人きずな会
就労支援事業所きずなファーム
二海郡八雲町山崎409-2

TEL/FAX  0137-68-2835
ホームページ
https://www.web-care.jp/kizuna/

　私たちきずなファームでは、利用者の皆さんが一
目一目丁寧に編み上げた毛糸のコースターやアクリ
ルスポンジ、巾着袋を製作、販売しています。
　色とりどりの毛糸を使い、温かみのある風合いに
仕上げたコースターは、カップの下に敷くだけで、
食卓がやさしい雰囲気に。
　丸い形やスクエアタイプ、北欧調のくすみカラー
までラインナップはさまざまです。小物置きや花瓶
敷きとしてもお使いいただけます。吸水性もよく、
普段使いや贈り物にも喜ばれます。
　一方、アクリルスポンジは水だけで汚れが落としやすく、環境にやさしいのが特長です。台
所まわりだけでなく、洗面台やお風呂掃除にも活躍し、繰り返し使えるエコなアイテムとして
人気です。
　どの製品も利用者の皆さんが心を込めて、丁寧に仕上げた一点もの。手に取っていただくこ
とで、障がいのある方の働く喜びや自立支援につながります。あたたかさと実用性を兼ね備え
た手編み製品をぜひ、お手に取ってみてください。
　これらの製品は、当事業所に直接ご連絡をいただけれ
ば、地方発送をお承りしております。お気軽にお問い合
わせください。

　私たち「コングベーカリー」は、坂の街・おたるの名の通り、坂の途中にある小さなパン屋です。
障がいのあるメンバーと力を合わせ、北海道産の原材料にこだわり、あんしん・安全なパンをお届
けできるよう、日々心を込めてパン作りに励んでいます。
　今回ご紹介するのは、当店で一番人気の「角食パン」。北海道産小麦「ゆめちから」を使用し、
生地を冷凍熟成させてから焼き上げることで、もっちりとやわらかな食感に仕上げています。その
ままでもしっとり、トーストすれば外はサクッ、中はもっちりとした食感をお楽し
みいただけます。
　また、こしあんぱんに使用している餡も北海道産。お客様に安心して召し上がっ
ていただけるよう、素材選びから丁寧に製造しています。
　今年からは近隣のスーパーにもご協力いただき、より多くのお客様にコングベー
カリーのパンをお届けできるよう、製造量を増やして販売を行っています。すべて
手作りのため、形が不揃いな日もありますが、あんしん・安全、そして愛情を込め
たパン作りをこれからも続けてまいります。
　お近くにお越しの際は、ぜひお気軽にお立ち寄りください。
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度
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「ほっとチャンネル」②社会福祉協議会の取り組み
寄付・寄贈のご報告
授産製品紹介「きらきらマルシェ」
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2

道内福祉施設･事業所･団体紹介「はぁとステーション」
共同募金会からのお知らせ
「ほっとチャンネル」①市民活動団体の取り組み
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　本号では、カスハラ対策について特集しました。安心して働ける職場は、結果としてより良いサービスにつながります。
本特集がカスハラへの理解を深め、互いを尊重し合える職場づくりの一助となればと思います。
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じぶんの町を
良くするしくみ。

赤い羽根共同募金
ここにも役立てられています
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